
＊
中
国
ぎ
ら
い
と
台
湾
ブ
ー
ム

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
の
中
国
ぎ
ら
い
は
す
っ
か
り
定
着
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
、
昨
年
「
第
十
二
回
日
中
共
同
世
論
調
査
」
を
発
表
し
た
が
、
そ

こ
で
は
日
本
人
の
中
国
人
に
対
す
る
印
象
は
、「
良
く
な
い
」（「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
良
く
な
い
」
を
含
む
）
が
九
割
を
超
え
て
い
た
。

訪
日
中
国
人
旅
客
は
激
増
し
て
い
る
が
、
中
国
へ
渡
航
す
る
日
本
人

旅
客
も
激
減
し
て
い
て
、
日
本
政
府
観
光
局
（JN

T
O

）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
み
て
も
、
二
〇
一
一
年
に
は
約
三
六
六
万
人
で
あ
っ

た
訪
中
旅
客
は
、
二
〇
一
五
年
に
は
約
二
五
〇
万
人
に
ま
で
減
っ
て

い
る
。

お
そ
ら
く
二
〇
一
二
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
す
る
日
中
関

係
の
悪
化
、
そ
し
て
大
気
汚
染
や
食
品
安
全
等
に
対
す
る
懸
念
が
影

響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
こ
こ
数
年
、
中
国
行
き
の
飛
行
機
に
乗
る

と
、
周
り
は
中
国
人
旅
客
ば
か
り
で
、
日
本
人
の
姿
は
ち
ら
ほ
ら
と

し
か
見
え
な
い
。
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
中
国
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も

め
っ
き
り
減
っ
た
。
中
国
の
食
材
を
嫌
っ
て
、
日
本
か
ら
大
量
の
食

料
を
携
え
て
赴
任
す
る
駐
在
員
家
族
も
多
い
と
聞
く
。
そ
う
言
え
ば
、

「
中
国
に
不
満
が
あ
る
の
で
、
辞
め
ま
す
」
と
言
っ
て
日
中
児
童
文

学
美
術
交
流
セ
ン
タ
ー
を
退
会
し
た
人
も
い
た
。
日
中
児
童
文
学
美

術
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
政
府
と
何
の
関
係
も
な
い
の
だ
が
…
…
。

代
わ
り
に
台
湾
へ
渡
航
す
る
旅
客
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
先
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
二
〇
一
一
年
は
約
一
二
四
万
人
で
あ
っ
た
旅

客
数
は
、
二
〇
一
五
年
に
は
約
一
五
九
万
人
に
増
加
し
た
と
あ
る
。

台
湾
は
親
日
的
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本

人
旅
客
は
政
治
的
な
動
静
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
中
国
や
韓
国

を
嫌
い
、
台
湾
に
乗
り
換
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
蔡
英
文
政
権
に

な
っ
て
、
中
国
は
台
湾
へ
の
旅
客
制
限
を
行
う
な
ど
の
圧
力
を
か
け

て
い
る
が
、
堅
調
な
日
本
人
旅
客
の
数
が
、
台
湾
の
中
国
旅
客
激
減

の
ダ
メ
ー
ジ
を
和
ら
げ
て
い
る
格
好
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
「
台
湾
ブ
ー
ム
」
は
継
続
中
で
、

台
湾
旅
行
を
特
集
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
日
本
人
観

東
ア
ジ
ア
児
童
文
学
の
ゆ
く
え 

②
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